
◆印刷

共通教育科目 ＞ テーマ別科目ａ（現代を読み解く・世界を読み解く） ＞ 地域の個性と異文化理解 

授業科目名[英文名] /  

Course Title
日本文化・社会体験「茶道を通して学ぶ日本文化」［Japanese Culture through the Way of Tea］   

担当教員名[ローマ字表記] /  

Instructor
深川 美帆 [Fukagawa, Miho] 

時間割番号 /  

Course Number
72252 

科目区分 /  

Category

テーマa（現代を読み解く・世
界を読み解く） 

講義形態 /  

Lecture Form
講義その他 

対象学生 /  

Assigned Year
全学生  

適正人数 /  

Class Size
5  

開講学期 /  

Semester
後期  

曜日・時限 /  

Day ・Period

火曜・3限～4限 
 

単位数 /  

Credit
2 

キーワード /  

Keywords

茶道,日本文化 
Tea Ceremony. Japanese Culture  

●「共通教育科目」の時間割番号は、平成17年度以前入学者は頭の数字を「7」ではなく「9」として履修登録してください。

授業の主題 / Topic
  

授業の目標 / Objective
この授業では、茶道を通して日本の伝統文化について学びます。 
 
This course will provide you with the opportunity to learn about Japanese traditional culture through the tea ceremony. 

学生の学習目標 / Prerequisites
茶道に関わる様々な日本の文化を経験することによって、日本人のものの考え方、日本の美意識への理解を深めます。 
 
Students will study and experience traditional aspects of Japanese culture through the tea ceremony and deepen their 
understanding of the Japanese way of thinking and the Japanese aesthetic. 

授業の概要 / Outline
 この科目は留学生センターの日本文化・社会体験プログラムの中の１コースとしても開講されていますので、授業は留学生との合
同の授業です。 
 茶道は日本の伝統文化における総合芸術だと言われています。茶道にまつわる各回の授業を通して、さまざまな日本の伝統文化
を学んでいきます。 
 
＜授業予定＞ 
*コースの内容は変更することがあります 
1.オリエンテーション 
2.茶道とその歴史・背景 
3.茶席での客のふるまい、礼儀  
4.茶室と露地 
5.茶道具、器 
6.書（書道） 
7.花（華道） 
8.和菓子と懐石 
9.茶会 
 
The tea ceremony is a syncretic art of traditional Japanese culture. Students will be able to learn various Japanese traditional arts 
through each session. 
 
 
*Course contents may change. 
1.Orientation:  
2.History and background of the tea ceremony 
3.Tea ceremony manners as a guest  
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4.Appreciation of the tea room and garden 
5.Appreciation of tea ceremony implements 
6.Appreciation of Japanese calligraphy 
7.Appreciation of Japanese flower arrangement 
8.Savor confections and tea ceremony cuisine 
9.Tea ceremony 
 

評価の方法 / Grading Method

※成績評価： 次項の項目及び割合で総合評価し、次のとおり判定する。 

 
「Ｓ（達成度90％～100％）」、「Ａ（同80％～90％未満）」、 
「Ｂ（同70％～80％未満）」、「Ｃ（同60％～70％未満）」を合格とし、 
「不可（同60％未満）」を不合格とする。（標準評価方法） 

 
 

評価の割合 / Grading Criteria
授業には、３分の２以上の出席を必要とする。
レポート 30%  
出席状況 50%  
ミニッツペーパー 10%  
毎回の課題 10%  
成績は出席率（50%）、課題(10%)、ミニッツペーパー(10%)、レポート（30%）によって評価します。 
 
Attendance 50% , Assignments10%, Minutes papers 10%, Report 30%

テキスト・教材・参考書等 / Teaching Materials

●図書館トップページへリンク 

 
なし。教師が毎回ハンドアウトを配布します。 
 
No set textbook. The instructor will prepare handouts (English /Japanese) for each lesson.  
 

その他履修上の注意事項や学習上の助言 / Others
1.受講定員は５名です。この中には、本授業科目を共通教育開講科目として履修登録する学生だけではなく、国際学類開講科目及
び学校教育学類開講科目として履修登録する学生も含まれます。 
 
2.受講希望者は初回のオリエンテーションに必ず来てください。 
オリエンテーションの日程等は留学生センターホームページ（http://isc.ge.kanazawa-u.ac.jp）でお知らせしますので学期開始時に必
ず確認してください。 

オフィスアワー等（学生からの質問への対応方法等） / Consultation Time
オリエンテーションで説明します。 

受講者数調整の方法 / Method for adjusting class size
スクリーニングテスト 

開放科目 / Subject of open

特記事項 / Special note
  

×閉じる
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